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アプリケーション

Astra API（ACS）アプリのエンドポイント

App API は、 Astra で管理されていないアプリケーションを含む Kubernetes アプリケーションを表します。

管理対象クラスター用の新しいアプリを作成する

POST /accounts/{account_id}/topology/v2/managedClusters/{managedCluster_id}/apps

作成するアプリ API リソースの希望値を指定します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

managedCluster_id string path（パス） True 包含す
るmanagedCluster

リソースのID

要求の本文

作成するアプリ API リソースの希望値を指定します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

1



Name を入力します 必須 説明

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

False このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

2

#clusterScopedResources
#clusterScopedResources
#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources
#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

3

#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

4



Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

5



Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

6

https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#restoreFilter


Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

リクエスト例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "name": "jenkins",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production"

    }

  ]

}

応答

Status: 201, Returns the newly created app resource in the JSON response

body.

7
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列

8

#type_astra_link
#clusterScopedResources
#clusterScopedResources


Name を入力します 必須 説明

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠

9

#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です

10



Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0

11

#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0

12

#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

13

#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

14

#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです

15



Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。

16



Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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回答例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "id": "39c1c79f-efab-5357-88fb-20e628c4dd96",

  "links": [],

  "name": "jenkins",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production",

      "labelSelectors": []

    }

  ],

  "state": "pending",

  "stateDetails": [],

  "protectionState": "none",

  "protectionStateDetails": [],

  "namespaces": [

    "production"

  ],

  "clusterName": "GKE-22",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "clusterType": "kubernetes",

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True
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Name を入力します 必須 説明

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}

用語の意味
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定義を参照

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します
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Name を入力します 必須 説明

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string True リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] True 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

namespaceScopedResources
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Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前
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Name を入力します 必須 説明

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

管理対象クラスタのアプリを一覧表示する

GET /accounts/{account_id}/topology/v2/managedClusters/{managedCluster_id}/apps

コレクション内の一致するすべてのリソースのJSON配列を返します。リクエストで個別のフィールドが指定
されている場合、アイテムのJSON配列には、一致する各リソースに対して要求されたフィールドが、指定さ
れた順序で含まれます。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

managedCluster_id string path（パス） True 包含す
るmanagedCluster

リソースのID

含める string query False コレクションを一覧
表示する際に、どの
フィールドを返すか
を指定します。

URLの例
："include=id"、"incl

ude=id,name"

OpenAPI の例："id"

• 例：id、name

、state

制限（ Limit ） string query False コレクションを一覧
表示する際に返され
るリソースの最大数
を示します。

URLの例："limit=2"

OpenAPI の例："2"

38



Name を入力します 入力 必須 説明

フィルタ string query False コレクションを一覧
表示する際に、リソ
ースを返すためにど
のフィールドを一致
させる必要があるか
を示します。

サポートされている
オペレータは次のと
おりです：

• eq - 等号

• lt/gt - より小さ
い/より大きい

• lte/gte - 以下/以
上

URLの例
："filter=field%20eq

%20%27value%27"

OpenAPI の例
：「field eq

'value'」

応答

Status: 200, Returns a JSON array of all matching resources in the

collection. If individual fields are specified in the request, the items

JSON array will contain the fields requested for each matching resource in

the order specified.

Name を入力します 必須 説明

項目 配列[いずれか
："app_2.2_get_response

_body"、配列[]]

True

メタデータ "type_astra_metadata_list

"

True
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回答例

{

  "type": "application/astra-apps",

  "version": "2.2",

  "items": [

    [

      "2ff50f4b-fe40-4980-913f-8a4469184822",

      "mysql",

      "ready"

    ],

    [

      "ae1e6561-9e22-406c-8a5a-762f4604da00",

      "jenkins",

      "ready"

    ]

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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#invalidParams


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味

43



定義を参照

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

app_2.2_get_response_body

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-

app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに
準拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。
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#type_astra_link


Name を入力します 必須 説明

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻
撃、ディレクトリト
ラバーサル攻
撃、SQLインジェク
ション攻撃を防ぐた
めに内部的に検証さ
れます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResourc

es"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

namespaceScopedReso

urces
配列
["namespaceScopedRes

ources"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSON

オブジェクトのJSON配
列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON

文字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「pending」 - アプ
リケーションは検出
がスケジュールされ
ています

• 「discovering」 - ア
プリケーションは現
在検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - ア
プリケーションは現
在アクセスできませ
ん

• 「不明」 - アプリケ
ーションの状態を判
断できません

• 「削除中」 - アプリ
ケーションは削除処
理中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransit

ion"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジ
ェクトは、特定の定義済
み状態からの許可された
状態遷移のセットを表し
ます。各JSONオブジェ
クトには「from」と「
to」というフィールドが
含まれており、「from」
の値は状態の名前、「
to」の値は許可された宛
先状態の配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報
が利用できない場合、こ
の配列は空になります。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーシ
ョンには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠しています

• 「部分的」 - アプリ
ケーションには保護
ポリシーが定義され
ているが、そのポリ
シーに準拠していな
い

• 「なし」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジ
ェクトのJSON配列。詳
細情報が利用できない場
合、この配列は空になり
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケ
ーションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジ
ェクトは、クローン操作
のソースネームスペース
をデスティネーションネ
ームスペースにマッピン
グします。定義された値
は次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSON

オブジェクトは、リスト
ア処理のために、ソース
ストレージクラスをデス
ティネーション ストレ
ージクラスにマッピング
します。要素が存在しな
い場合、または存在しな
い場合は、元のソースス
トレージクラス名が使用
されます。定義された値
は次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。
アプリケーションが現在
実行されていない場合は
返されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。作成時に指
定すると、clusterIDはア
プリケーションをクロー
ンするクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラス
タのタイプ
はOpenShift

• 「kubernetes」 - ク
ラスタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のアプリケーションか
らクローンされた場合、
またはバックアップやス
ナップショットから復元
された場合にのみ返され
ます。作成時に指定され
る場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組
み合わせて使用され、ど
の実行中のアプリケーシ
ョンがクローンされるか
を示します。指定された
アプリケーションが指定
されたソースクラスタ上
に存在しない場合、クロ
ーンは失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、back

upID、snapshotIDのう
ちいずれか1つだけで
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。作成時に指
定した場
合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタ
を示します。指定したソ
ース クラスタが存在し
ない場合、クローンは失
敗します。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。ア
プリケーションがバック
アップから復元された場
合にのみ返されます。作
成時に指定する
と、backupIDはアプリ
ケーションが既存のバッ
クアップからクローンさ
れることを示します。指
定されたバックアップが
存在しない場合、クロー
ン作成は失敗します。ア
プリケーションを作成す
る際に指定できるの
は、sourceAppID、back

upID、snapshotIDのう
ちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、backupIDは、ア
プリケーションがインプ
レース復元されるアプリ
ケーションバックアップ
を示します。指定された
バックアップが存在しな
い場合、復元は失敗しま
す。アプリケーションの
更新時には、backupID

またはsnapshotIDのいず
れか一方のみを指定でき
ます。定義済みの値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
スナップショットから復
元された場合にのみ返さ
れます。作成時に指定す
ると、snapshotIDは、ア
プリケーションが既存の
スナップショットからク
ローンされることを示し
ます。指定されたスナッ
プショットが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。アプリケーション
を作成する際に指定でき
るのは、sourceAppID

、backupID、snapshotI

Dのうちいずれか1つだ
けです。置換時に指定さ
れる場合、snapshotID

は、アプリケーションが
その場で復元されるアプ
リケーションのスナップ
ショットを示します。指
定されたスナップショッ
トが存在しない場合、復
元は失敗します。アプリ
ケーションを更新する際
には、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文
字列。アプリケーション
が現在AppMirror関係の
デスティネーション ク
ラスタであり、その関係
がfailedOver状態でない
場合にのみ返されます。
関係がfailedOver状態の
場合、このフィールドは
返されません。定義され
た値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオ
ブジェクト。含める設定
と除外設定は相互に排他
的であり、選択的復元で
はいずれか一方のフィル
タしか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_u

pdate"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータス
キーマに準拠しま
す。作成時に指定し
ない場合、ラベルの
ないメタデータオブ
ジェクトが作成され
ます。更新時に指定
されていない場合、
メタデータオブジェ
クトのラベ
ル、creationTimesta

mp および
createdBy は、変更
なしで保持されま
す。

type_astra_metadata_list
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Name を入力します 必須 説明

続行 string False

カウント 番号 False

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

管理対象クラスタのアプリを取得します

GET

/accounts/{account_id}/topology/v2/managedClusters/{managedCluster_id}/apps/{app_

id}

JSONレスポンスボディに格納されたApp APIリソースを返します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

managedCluster_id string path（パス） True 包含す
るmanagedCluster

リソースのID

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID
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#type_astra_label


応答

Status: 200, Returns the stored App API resource in the JSON response

body.

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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#type_astra_link


Name を入力します 必須 説明

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠
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#clusterScopedResources
#clusterScopedResources
#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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回答例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "id": "39c1c79f-efab-5357-88fb-20e628c4dd96",

  "links": [

    {

      "rel": "canonical",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/topology/v2/managedClusters/6a358976-c3ac-49aa-b043-

9c9b425c90ac/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-014d5f44a62f"

    },

    {

      "rel": "collection",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/topology/v1/clouds/892814c9-77a1-46f3-b54a-

82c34cdf0032/clusters/6a358976-c3ac-49aa-b043-

9c9b425c90ac/namespaces/da78daf6-8e11-4220-a461-6b1d4a6dc231/apps"

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appBackups",

      "type": "application/astra-appBackup",

      "title": "disruptiveBackup",

      "hints": {

        "allow": [],

        "permissions": [

          "appBackup-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appBackups",

      "type": "application/astra-appBackup",

      "title": "nonDisruptiveBackup",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],
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        "permissions": [

          "appBackup-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "restore",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "app-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appSnaps",

      "type": "application/astra-appSnap",

      "title": "snapshot",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "appSnap-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "clone",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],
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        "permissions": [

          "app-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-014d5f44a62f",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "inPlaceRestore",

      "hints": {

        "allow": [

          "PUT"

        ],

        "permissions": [

          "app-update"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appMirrors",

      "type": "application/astra-appMirror",

      "title": "replication",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "appMirror-create"

        ]

      }

    }

  ],

  "name": "jenkins",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production-clone",

      "labelSelectors": [

        "app = jenkins,release = production"

      ]

    }

  ],
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  "namespaceMapping": [

    {

      "source": "production",

      "destination": "production-clone"

    }

  ],

  "state": "ready",

  "stateDetails": [],

  "protectionState": "none",

  "protectionStateDetails": [],

  "namespaces": [

    "production-clone"

  ],

  "snapshotID": "8d561930-0437-4647-b3e6-49b8a5362e3d",

  "clusterName": "GKE-24",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "clusterType": "kubernetes",

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味
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定義を参照

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

管理対象クラスタ用のアプリを変更する

PUT

/accounts/{account_id}/topology/v2/managedClusters/{managedCluster_id}/apps/{app_

id}

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

managedCluster_id string path（パス） True 包含す
るmanagedCluster

リソースのID

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID
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Name を入力します 入力 必須 説明

forceUpdate string ヘッダ False 破壊的な上書きを可
能にするフラグ。In

Placeリストア（IPR

）を要求する場合に
のみこれを含めてく
ださい。

• 例：true

要求の本文

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string False リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠
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Name を入力します 必須 説明

名前 string False アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

False このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠
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#clusterScopedResources
#clusterScopedResources
#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string False アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string False アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] False アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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リクエスト例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "name": "mysql-old"

}

応答

Status: 204, Indicates if the app resource was updated.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}
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応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味
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定義を参照

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" False Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string False アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string False ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string False デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string False ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string False デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string True リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] True 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

管理対象クラスターのアプリを削除する

DELETE

/accounts/{account_id}/topology/v2/managedClusters/{managedCluster_id}/apps/{app_

id}

指定されたアプリAPIリソースを削除します。

副作用

• アプリケーションがまだクラスタ上で実行されている場合、そのアプリケーションは管理対象外とみなさ
れ、/apps の下には表示されなくなります。

• まず、アプリケーションは削除状態に移行し、関連するすべてのスケジュール、スナップショット、バッ
クアップ、および保存されているアプリケーション状態を削除します。

パラメータ
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Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

managedCluster_id string path（パス） True 包含す
るmanagedCluster

リソースのID

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID

応答

Status: 204, Indicates if the app resource was deleted.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}
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応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

応答

Status: 500, Internal server error

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/91",

  "title": "Application not deleted",

  "detail": "The application wasn't deleted because of an internal

server issue.",

  "status": "500"

}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True
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Name を入力します 必須 説明

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/112",

  "title": "Application not ready",

  "detail": "The application is currently unavailable.",

  "status": "409"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味

定義を参照

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

新しいアプリを作成する

POST /accounts/{account_id}/k8s/v2/apps

作成するアプリ API リソースの希望値を指定します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

要求の本文

作成するアプリ API リソースの希望値を指定します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

False このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。
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Name を入力します 必須 説明

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。

リクエスト例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "name": "jenkins",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production"

    }

  ]

}

応答

Status: 201, Returns the newly created app resource in the JSON response

body.
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列
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Name を入力します 必須 説明

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠

135

#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0
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Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0

138

#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

139

#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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回答例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "id": "39c1c79f-efab-5357-88fb-20e628c4dd96",

  "links": [],

  "name": "jenkins",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production",

      "labelSelectors": []

    }

  ],

  "state": "pending",

  "stateDetails": [],

  "protectionState": "none",

  "protectionStateDetails": [],

  "namespaces": [

    "production"

  ],

  "clusterName": "GKE-22",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "clusterType": "kubernetes",

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True
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Name を入力します 必須 説明

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}
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エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}

用語の意味
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定義を参照

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します
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Name を入力します 必須 説明

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string True リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] True 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

158

#GVKN
#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

namespaceScopedResources
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Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前
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#GVKN


Name を入力します 必須 説明

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

すべてのアプリを一覧表示

GET /accounts/{account_id}/k8s/v2/apps

コレクション内の一致するすべてのリソースのJSON配列を返します。リクエストで個別のフィールドが指定
されている場合、アイテムのJSON配列には、一致する各リソースに対して要求されたフィールドが、指定さ
れた順序で含まれます。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

含める string query False コレクションを一覧
表示する際に、どの
フィールドを返すか
を指定します。

URLの例
："include=id"、"incl

ude=id,name"

OpenAPI の例："id"

• 例：id、name

、state

制限（ Limit ） string query False コレクションを一覧
表示する際に返され
るリソースの最大数
を示します。

URLの例："limit=2"

OpenAPI の例："2"
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Name を入力します 入力 必須 説明

フィルタ string query False コレクションを一覧
表示する際に、リソ
ースを返すためにど
のフィールドを一致
させる必要があるか
を示します。

サポートされている
オペレータは次のと
おりです：

• eq - 等号

• lt/gt - より小さ
い/より大きい

• lte/gte - 以下/以
上

URLの例
："filter=field%20eq

%20%27value%27"

OpenAPI の例
：「field eq

'value'」

応答

Status: 200, Returns a JSON array of all matching resources in the

collection. If individual fields are specified in the request, the items

JSON array will contain the fields requested for each matching resource in

the order specified.

Name を入力します 必須 説明

項目 配列[いずれか
："app_2.2_get_response

_body"、配列[]]

True

メタデータ "type_astra_metadata_list

"

True

165

#app_2_2_get_response_body
#app_2_2_get_response_body
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#type_astra_metadata_list
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#type_astra_metadata_list


回答例

{

  "type": "application/astra-apps",

  "version": "2.2",

  "items": [

    [

      "2ff50f4b-fe40-4980-913f-8a4469184822",

      "mysql",

      "ready"

    ],

    [

      "ae1e6561-9e22-406c-8a5a-762f4604da00",

      "jenkins",

      "ready"

    ]

  ],

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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#invalidParams


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味
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定義を参照

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

170

https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#accept-post
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#accept-put
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#targetSchema
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints


Name を入力します 必須 説明

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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#GVKN
#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

app_2.2_get_response_body

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-

app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに
準拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。
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#type_astra_link


Name を入力します 必須 説明

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻
撃、ディレクトリト
ラバーサル攻
撃、SQLインジェク
ション攻撃を防ぐた
めに内部的に検証さ
れます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResourc

es"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

namespaceScopedReso

urces
配列
["namespaceScopedRes

ources"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSON

オブジェクトのJSON配
列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON

文字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠
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#clusterScopedResources
#clusterScopedResources
#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「pending」 - アプ
リケーションは検出
がスケジュールされ
ています

• 「discovering」 - ア
プリケーションは現
在検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - ア
プリケーションは現
在アクセスできませ
ん

• 「不明」 - アプリケ
ーションの状態を判
断できません

• 「削除中」 - アプリ
ケーションは削除処
理中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransit

ion"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジ
ェクトは、特定の定義済
み状態からの許可された
状態遷移のセットを表し
ます。各JSONオブジェ
クトには「from」と「
to」というフィールドが
含まれており、「from」
の値は状態の名前、「
to」の値は許可された宛
先状態の配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報
が利用できない場合、こ
の配列は空になります。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含
むJSON文字列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーシ
ョンには保護ポリシ
ーが定義されてお
り、そのポリシーに
準拠しています

• 「部分的」 - アプリ
ケーションには保護
ポリシーが定義され
ているが、そのポリ
シーに準拠していな
い

• 「なし」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジ
ェクトのJSON配列。詳
細情報が利用できない場
合、この配列は空になり
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケ
ーションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジ
ェクトは、クローン操作
のソースネームスペース
をデスティネーションネ
ームスペースにマッピン
グします。定義された値
は次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSON

オブジェクトは、リスト
ア処理のために、ソース
ストレージクラスをデス
ティネーション ストレ
ージクラスにマッピング
します。要素が存在しな
い場合、または存在しな
い場合は、元のソースス
トレージクラス名が使用
されます。定義された値
は次のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。
アプリケーションが現在
実行されていない場合は
返されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。作成時に指
定すると、clusterIDはア
プリケーションをクロー
ンするクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラス
タのタイプ
はOpenShift

• 「kubernetes」 - ク
ラスタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のアプリケーションか
らクローンされた場合、
またはバックアップやス
ナップショットから復元
された場合にのみ返され
ます。作成時に指定され
る場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組
み合わせて使用され、ど
の実行中のアプリケーシ
ョンがクローンされるか
を示します。指定された
アプリケーションが指定
されたソースクラスタ上
に存在しない場合、クロ
ーンは失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、back

upID、snapshotIDのう
ちいずれか1つだけで
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。作成時に指
定した場
合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタ
を示します。指定したソ
ース クラスタが存在し
ない場合、クローンは失
敗します。定義された値
は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。ア
プリケーションがバック
アップから復元された場
合にのみ返されます。作
成時に指定する
と、backupIDはアプリ
ケーションが既存のバッ
クアップからクローンさ
れることを示します。指
定されたバックアップが
存在しない場合、クロー
ン作成は失敗します。ア
プリケーションを作成す
る際に指定できるの
は、sourceAppID、back

upID、snapshotIDのう
ちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、backupIDは、ア
プリケーションがインプ
レース復元されるアプリ
ケーションバックアップ
を示します。指定された
バックアップが存在しな
い場合、復元は失敗しま
す。アプリケーションの
更新時には、backupID

またはsnapshotIDのいず
れか一方のみを指定でき
ます。定義済みの値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
スナップショットから復
元された場合にのみ返さ
れます。作成時に指定す
ると、snapshotIDは、ア
プリケーションが既存の
スナップショットからク
ローンされることを示し
ます。指定されたスナッ
プショットが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。アプリケーション
を作成する際に指定でき
るのは、sourceAppID

、backupID、snapshotI

Dのうちいずれか1つだ
けです。置換時に指定さ
れる場合、snapshotID

は、アプリケーションが
その場で復元されるアプ
リケーションのスナップ
ショットを示します。指
定されたスナップショッ
トが存在しない場合、復
元は失敗します。アプリ
ケーションを更新する際
には、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文
字列。アプリケーション
が現在AppMirror関係の
デスティネーション ク
ラスタであり、その関係
がfailedOver状態でない
場合にのみ返されます。
関係がfailedOver状態の
場合、このフィールドは
返されません。定義され
た値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオ
ブジェクト。含める設定
と除外設定は相互に排他
的であり、選択的復元で
はいずれか一方のフィル
タしか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_u

pdate"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータス
キーマに準拠しま
す。作成時に指定し
ない場合、ラベルの
ないメタデータオブ
ジェクトが作成され
ます。更新時に指定
されていない場合、
メタデータオブジェ
クトのラベ
ル、creationTimesta

mp および
createdBy は、変更
なしで保持されま
す。

type_astra_metadata_list
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Name を入力します 必須 説明

続行 string False

カウント 番号 False

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

アプリを取得する

GET /accounts/{account_id}/k8s/v2/apps/{app_id}

JSONレスポンスボディに格納されたApp APIリソースを返します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID

応答

Status: 200, Returns the stored App API resource in the JSON response

body.
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#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string True リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

リンク 配列["type_astra_link"] True リソースに対してサポー
トされている操作を説明
するリンク。

名前 string True アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列
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#type_astra_link
#clusterScopedResources
#clusterScopedResources


Name を入力します 必須 説明

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

True このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠

194

#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string True アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string True アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

True 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] True アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。
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Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

203



Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

True リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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回答例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "id": "39c1c79f-efab-5357-88fb-20e628c4dd96",

  "links": [

    {

      "rel": "canonical",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/topology/v2/managedClusters/6a358976-c3ac-49aa-b043-

9c9b425c90ac/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-014d5f44a62f"

    },

    {

      "rel": "collection",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/topology/v1/clouds/892814c9-77a1-46f3-b54a-

82c34cdf0032/clusters/6a358976-c3ac-49aa-b043-

9c9b425c90ac/namespaces/da78daf6-8e11-4220-a461-6b1d4a6dc231/apps"

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appBackups",

      "type": "application/astra-appBackup",

      "title": "disruptiveBackup",

      "hints": {

        "allow": [],

        "permissions": [

          "appBackup-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appBackups",

      "type": "application/astra-appBackup",

      "title": "nonDisruptiveBackup",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],
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        "permissions": [

          "appBackup-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "restore",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "app-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appSnaps",

      "type": "application/astra-appSnap",

      "title": "snapshot",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "appSnap-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "clone",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],
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        "permissions": [

          "app-create"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v2/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-014d5f44a62f",

      "type": "application/astra-app",

      "title": "inPlaceRestore",

      "hints": {

        "allow": [

          "PUT"

        ],

        "permissions": [

          "app-update"

        ]

      }

    },

    {

      "rel": "related",

      "href": "/accounts/652f7a18-d4ed-47b2-b467-

15bf2154d079/k8s/v1/apps/27467088-2e99-4bd8-aa9b-

014d5f44a62f/appMirrors",

      "type": "application/astra-appMirror",

      "title": "replication",

      "hints": {

        "allow": [

          "POST"

        ],

        "permissions": [

          "appMirror-create"

        ]

      }

    }

  ],

  "name": "jenkins",

  "namespaceScopedResources": [

    {

      "namespace": "production-clone",

      "labelSelectors": [

        "app = jenkins,release = production"

      ]

    }

  ],
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  "namespaceMapping": [

    {

      "source": "production",

      "destination": "production-clone"

    }

  ],

  "state": "ready",

  "stateDetails": [],

  "protectionState": "none",

  "protectionStateDetails": [],

  "namespaces": [

    "production-clone"

  ],

  "snapshotID": "8d561930-0437-4647-b3e6-49b8a5362e3d",

  "clusterName": "GKE-24",

  "clusterID": "0f284377-e5dc-4dcd-bacd-3197f2b8a347",

  "clusterType": "kubernetes",

  "metadata": {

    "labels": [],

    "creationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "modificationTimestamp": "2022-10-06T20:58:16.305662Z",

    "createdBy": "8f84cf09-8036-51e4-b579-bd30cb07b269"

  }

}

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden
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#invalidParams


Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/2",

  "title": "Collection not found",

  "detail": "The collection specified in the request URI wasn't

found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味
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定義を参照

targetSchema

accept-post

accept-put

ヒント

Name を入力します 必須 説明

ステータス string False

許可する array[string] False

accept-post "accept-post" False

権限 array[string] False

accept-put "accept-put" False

type_astra_link

Name を入力します 必須 説明

rel string True

href string True

を入力します string False

targetSchema "targetSchema" False

タイトル string False

ヒント "ヒント" False

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string True Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

213

https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#accept-post
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#accept-put
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#targetSchema
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints
https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#hints


Name を入力します 必須 説明

種類 string True Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string True Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" True Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string True アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] True 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string True デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string True ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string True デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string False リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] False 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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#GVKN
#type_astra_label


Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

アプリを変更する

PUT /accounts/{account_id}/k8s/v2/apps/{app_id}

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

パラメータ

Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID

forceUpdate string ヘッダ False 破壊的な上書きを可
能にするフラグ。In

Placeリストア（IPR

）を要求する場合に
のみこれを含めてく
ださい。

• 例：true
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要求の本文

保存されているリソース全体を、指定されたJSONリクエストボディに置き換えますが、ユーザーが変更でき
ないキー値は保持します。

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True リソースのメディアタイ
プ。定義された値は次の
とおりです：

• "application/astra-app"

バージョン string True リソースのバージョン。
定義された値は次のとお
りです：

• "2.0"

• "2.1"

• "2.2"

ID string False リソースのグローバル一
意識別子。定義された値
は次のとおりです：

• UUIDv4スキーマに準
拠

名前 string False アプリケーション名を含
むJSON文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• この文字列は、XSS

攻撃、Unicode攻撃、
ディレクトリトラバ
ーサル攻撃、SQLイ
ンジェクション攻撃
を防ぐために内部的
に検証されます。

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

clusterScopedResources 配列
["clusterScopedResources

"]

False このアプリに含まれるク
ラスタを対象としたリソ
ースを記述するJSONオブ
ジェクトのJSON配列
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#clusterScopedResources
#clusterScopedResources


Name を入力します 必須 説明

namespaceScopedResour

ces
配列
["namespaceScopedReso

urces"]

False このアプリに含まれるリ
ソースを記述するJSONオ
ブジェクトのJSON配列

lastResourceCollectionTi

mestamp

string False 最後にリソース収集が実
行された日時を示すタイ
ムスタンプを含むJSON文
字列。このフィールド
は、このアプリケーショ
ンに対してまだリソース
収集が実行されていない
場合は設定されません。
定義された値は次のとお
りです：

• ISO-8601 Date Time

Schemaに準拠
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#namespaceScopedResources
#namespaceScopedResources


Name を入力します 必須 説明

状態 string False アプリケーションの動作
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「pending」 - アプリ
ケーションは検出が
スケジュールされて
います

• 「discovering」 - アプ
リケーションは現在
検出中です

• 「provisioning」 - ア
プリケーションは現
在プロビジョニング
処理中です

• 「ready」 - アプリケ
ーションは正常に動
作しています

• 「failed」 - アプリケ
ーションが永続的な
失敗状態にあります

• 「復元中」-アプリケ
ーションはバックア
ップまたはスナップ
ショットから復元さ
れています

• 「unavailable」 - アプ
リケーションは現在
アクセスできません

• 「不明」 - アプリケー
ションの状態を判断
できません

• 「削除中」 - アプリケ
ーションは削除処理
中です
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Name を入力します 必須 説明

stateTransitions 配列
["type_astra_stateTransiti

on"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、特定の定義済み
状態からの許可された状
態遷移のセットを表しま
す。各JSONオブジェクト
には「from」と「to」と
いうフィールドが含まれ
ており、「from」の値は
状態の名前、「to」の値
は許可された宛先状態の
配列です。

stateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の状態に関する詳細
情報（現在の状態に至っ
た理由を含む）をリスト
したJSONオブジェクト
のJSON配列。詳細情報が
利用できない場合、この
配列は空になります。定
義された値は次のとおり
です：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateTransition
#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

protectionState string False アプリケーションの保護
状態を示す値を含むJSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 「保護されていま
す」 - アプリケーショ
ンには保護ポリシー
が定義されており、
そのポリシーに準拠
しています

• 「部分的」 - アプリケ
ーションには保護ポ
リシーが定義されて
いるが、そのポリシ
ーに準拠していない

• 「なし」 - アプリケー
ションには保護ポリ
シーが定義されてい
ません

• 「atRisk」- クラスタ
ーのデフォルトのス
トレージクラスはス
ナップショットをサ
ポートしていないた
め、アプリケーショ
ンはサポートされて
いないボリュームを
取得するリスクがあ
ります

protectionStateDetails 配列
["type_astra_stateDetail"]

False 現在の保護状態に関する
詳細情報（現在の状態に
至った理由を含む）を一
覧表示するJSONオブジェ
クトのJSON配列。詳細情
報が利用できない場合、
この配列は空になりま
す。定義された値は次の
とおりです：

• 最小アイテム数：0
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#type_astra_stateDetail


Name を入力します 必須 説明

appDetectedType string False 検出された特定のアプリ
ケーションの種類を一意
に表すJSON文字列。定義
された値は次のとおりで
す：

• 「system」 - アプリ
ケーションに
は、Kubernetes環境
の一部であることを
識別するリソースが
含まれています。

• 「acc」 - アプリケー
ションには、それ
がAstra Control

Centerインスタンス
であることを識別す
るリソースが含まれ
ています

ネームスペース array[string] False アプリケーションが実行
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列
のJSON配列。定義された
値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

namespaceMapping 配列
["namespaceMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各オブジェ
クトは、クローン操作の
ソースネームスペースを
デスティネーションネー
ムスペースにマッピング
します。定義された値は
次のとおりです：

• 最小アイテム数：0
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#namespaceMapping


Name を入力します 必須 説明

storageClassMapping 配列
["storageClassMapping"]

False JSONオブジェクト
のJSON配列。各JSONオ
ブジェクトは、リストア
処理のために、ソースス
トレージクラスをデステ
ィネーション ストレージ
クラスにマッピングしま
す。要素が存在しない場
合、または存在しない場
合は、元のソースストレ
ージクラス名が使用され
ます。定義された値は次
のとおりです：

• 最小アイテム数：0

clusterName string False アプリケーションが実行
されているクラスタの名
前を含むJSON文字列。ア
プリケーションが現在実
行されていない場合は返
されません。

clusterID string False アプリケーションが実行
されているクラスタのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションが現在実行
されていない場合は返さ
れません。作成時に指定
すると、clusterIDはアプ
リケーションをクローン
するクラスタを示しま
す。指定されたクラスタ
が存在しない場合、また
は指定されたクラスタが
リクエストURIで指定さ
れたclusterIDと一致しな
い場合、クローンは失敗
します。定義された値は
次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

229

#storageClassMapping


Name を入力します 必須 説明

clusterType string False クラスターの種類を示す
値を含むJSON文字列。定
義された値は次のとおり
です：

• 「gke」 - Google

Kubernetes Engine

（GKE）上でホスト
されるKubernetes

• 「aks」 - Microsoft

Azure Kubernetes

Service（AKS）上で
ホストされ
るKubernetes

• 「eks」 - Amazon

Elastic Kubernetes

Service（Amazon

EKS）上でホストさ
れるKubernetes

• "openshift" - クラスタ
のタイプはOpenShift

• 「kubernetes」 - クラ
スタは汎
用Kubernetesです
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Name を入力します 必須 説明

sourceAppID string False ソースアプリケーション
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
アプリケーションからク
ローンされた場合、また
はバックアップやスナッ
プショットから復元され
た場合にのみ返されま
す。作成時に指定される
場合、sourceAppID

はsourceClusterIDと組み
合わせて使用され、どの
実行中のアプリケーショ
ンがクローンされるかを
示します。指定されたア
プリケーションが指定さ
れたソースクラスタ上に
存在しない場合、クロー
ンは失敗します。アプリ
ケーションを作成する際
に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。定義
された値は次のとおりで
す：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

sourceClusterName string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
の名前を含むJSON文字
列。アプリケーションが
別のクラスタからクロー
ニングされた場合にのみ
返されます。

231



Name を入力します 必須 説明

sourceClusterID string False アプリケーションが以前
実行されていたクラスタ
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションが別の
クラスタからクローニン
グされた場合にのみ返さ
れます。作成時に指定し
た場合、sourceClusterID

はsourceAppIDと組み合
わせて使用され、クロー
ニングするアプリケーシ
ョンのソース クラスタを
示します。指定したソー
ス クラスタが存在しない
場合、クローンは失敗し
ます。定義された値は次
のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

backupID string False アプリケーションが復元
されたバックアップのID

を含むJSON文字列。アプ
リケーションがバックア
ップから復元された場合
にのみ返されます。作成
時に指定する
と、backupIDはアプリケ
ーションが既存のバック
アップからクローンされ
ることを示します。指定
されたバックアップが存
在しない場合、クローン
作成は失敗します。アプ
リケーションを作成する
際に指定できるの
は、sourceAppID、backu

pID、snapshotIDのうちい
ずれか1つだけです。置換
時に指定される場
合、backupIDは、アプリ
ケーションがインプレー
ス復元されるアプリケー
ションバックアップを示
します。指定されたバッ
クアップが存在しない場
合、復元は失敗します。
アプリケーションの更新
時には、backupIDまた
はsnapshotIDのいずれか
一方のみを指定できま
す。定義済みの値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

233



Name を入力します 必須 説明

snapshotID string False アプリケーションが復元
されたスナップショット
のIDを含むJSON文字列。
アプリケーションがスナ
ップショットから復元さ
れた場合にのみ返されま
す。作成時に指定する
と、snapshotIDは、アプ
リケーションが既存のス
ナップショットからクロ
ーンされることを示しま
す。指定されたスナップ
ショットが存在しない場
合、クローンは失敗しま
す。アプリケーションを
作成する際に指定できる
のは、sourceAppID

、backupID、snapshotID

のうちいずれか1つだけで
す。置換時に指定される
場合、snapshotIDは、ア
プリケーションがその場
で復元されるアプリケー
ションのスナップショッ
トを示します。指定され
たスナップショットが存
在しない場合、復元は失
敗します。アプリケーシ
ョンを更新する際に
は、backupID

とsnapshotIDのどちらか
一方のみを指定できま
す。定義された値は次の
とおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠
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Name を入力します 必須 説明

replicationSourceAppID string False このアプリケーションに
複製されるアプリケーシ
ョンのIDを含むJSON文字
列。アプリケーションが
現在AppMirror関係のデス
ティネーション クラスタ
であり、その関係
がfailedOver状態でない場
合にのみ返されます。関
係がfailedOver状態の場
合、このフィールドは返
されません。定義された
値は次のとおりです：

• Astra識別子スキーマ
に準拠

restoreFilter "restoreFilter" False 選択的復元操作に含める
リソースと除外するリソ
ースを記述するフィルタ
のリストを含むJSONオブ
ジェクト。含める設定と
除外設定は相互に排他的
であり、選択的復元では
いずれか一方のフィルタ
しか使用できません。

メタデータ "type_astra_metadata_up

date"

False リソースに関連付けられ
た、クライアントおよび
サービス指定のメタデー
タ。定義された値は次の
とおりです：

• Astra メタデータスキ
ーマに準拠します。
作成時に指定しない
場合、ラベルのない
メタデータオブジェ
クトが作成されま
す。更新時に指定さ
れていない場合、メ
タデータオブジェク
トのラベ
ル、creationTimestam

p および createdBy

は、変更なしで保持
されます。
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リクエスト例

{

  "type": "application/astra-app",

  "version": "2.2",

  "name": "mysql-old"

}

応答

Status: 204, Indicates if the app resource was updated.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/10",

  "title": "JSON resource conflict",

  "detail": "The request body JSON contains a field that conflicts with

an idempotent value.",

  "status": "409"

}
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応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}

用語の意味

239



定義を参照

GVK

Kubernetesのグループ/バージョン/種類を含むJSONオブジェクト。

• このオブジェクトは、Astra/apiResourcesに対して内部的に検証されます。

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

clusterScopedResources

Name を入力します 必須 説明

GVK "GVK" False Kubernetesのグループ/

バージョン/種類を含
むJSONオブジェクト。

• このオブジェクト
は、Astra/apiResour

cesに対して内部的
に検証されます。

240

https://docs.netapp.com/ja-jp/astra-automation-2304/{relative_path}.html#GVK


Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False クラスタ内のクラスタス
コー
プGroupVersionKinds

（GVK）のラベルセレク
タを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、クラスタ上のす
べてのGVKインスタンス
が含まれます。この配列
の各要素はKubernetesラ
ベルセレクタ文字列であ
り、それらの値に対して
同じ文法に従います。例
：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

namespaceScopedResources

Name を入力します 必須 説明

namespace string False アプリケーションが定義
されている名前空間の名
前を含むJSON文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 名前空間内のラベルセレ
クタを表すJSON文字列
のJSON配列。これが空
の場合、名前空間内のす
べてのリソースが含まれ
ます。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に関する文法に従
います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "app != mysql" ] — 

名前が app で値が
mysql ではないラベ
ルを持つすべてのリ
ソースを選択します

• [ "app in (mysql,

mariadb)" ] — 名前が
app で値が mysql ま
たは mariadb である
ラベルを持つすべて
のリソースを選択し
ます

• [ "app notin (nginx,

wordpress)" ] — 名前
が app で値が nginx

または wordpress で
あるラベルを持たな
いすべてのリソース
を選択します

• [ "app" ] — app とい
う名前のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します

• [ "!app" ] — app とい
う名前のラベルを持
たないすべてのリソ
ースを選択します。
複数の選択演算子を
カンマで区切って 1

つのセレクタに含め
ることができること
に注意してくださ
い。その場合、個々
の選択演算子の結果
は AND 演算されま
す：

[
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•

"app=mysql,version=

2" ] — 名前が app で
値が mysql のラベル
と、名前が version

で値が 2 のラベルを
持つすべてのリソー
スを選択します

type_astra_stateTransition

Name を入力します 必須 説明

- string True

- array[string] True

type_astra_stateDetail

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

namespaceMapping

Name を入力します 必須 説明

ソース string False ソース クラスタ上のネ
ームスペース名を含む
JSON 文字列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

を参照してください。 string False デスティネーション ク
ラスタ上のネームスペー
スの名前を含む JSON

文字列。定義された値は
次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

storageClassMapping
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Name を入力します 必須 説明

ソース string False ソースストレージクラス
の名前を含むJSON文字
列。すべてのソーススト
レージクラスを指定する
場合は、「*」を指定す
ることもできます。定義
された値は次のとおりで
す：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• Storage Class名が使
用されている場
合、DNS 1123 Label

Schemaに準拠しま
す

• '*' を指定してすべて
のストレージクラス
を指定します

を参照してください。 string False デスティネーション ス
トレージ クラスの名前
を含む JSON 文字列。
定義された値は次のとお
りです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

GVKN

Name を入力します 必須 説明

グループ string False Kubernetesによって割り
当てられたグループ識別
子を含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます
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Name を入力します 必須 説明

バージョン string False Kubernetesによって割り
当てられたバージョン識
別子を含むJSON文字
列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

種類 string False Kubernetesによって割り
当てられた種類識別子を
含むJSON文字列。

• この文字列は内部的
にAstra/apiResource

sに対して検証され
ます

ネームスペース array[string] False リソースを含めるか除外
するかを指定する名前空
間を記述するJSON文字
列のJSON配列。定義さ
れた値は次のとおりです
：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：63

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠

名前 array[string] False 選択的復元に含めるか除
外するかを指定す
るKubernetesリソース名
を記述したJSON文字列
のJSON配列。定義され
た値は次のとおりです：

• 最小長さ：1

• 最大長さ：253

• DNS 1123 Label

Schemaに準拠
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Name を入力します 必須 説明

labelSelectors array[string] False 選択的リストアからリソ
ースを含めるか除外する
かを決定するために使用
されるKubernetesラベル
セレクタを記述す
るJSON文字列のJSON

配列。この配列の各要素
はKubernetesラベルセレ
クタ文字列であり、それ
らの値に対して同じ文法
に従います。例：

• [ "app=mysql" ] — 名
前が app で値が
mysql のラベルを持
つすべてのリソース
を選択します。その
他の例はこちらをご
覧ください：
https://kubernetes.io/

docs/concepts/

overview/working-

with-objects/labels/#

set-based-

requirement

restoreFilter

選択的復元操作に含めるリソースと除外するリソースを記述するフィルタのリストを含むJSONオブジェ
クト。含める設定と除外設定は相互に排他的であり、選択的復元ではいずれか一方のフィルタしか使用
できません。

Name を入力します 必須 説明

resourceSelectionCriteria string True リソースフィルターがリ
ソースを選択する方法を
示す値を含むJSON文字
列。有効な値は include

または exclude です。
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Name を入力します 必須 説明

GVKN 配列["GVKN"] True 選択的復元時にフィルタ
リングするリソースを記
述するJSONオブジェク
トのJSON配列。指定さ
れたすべてのフィルタフ
ィールドが対応するリソ
ースフィールドと一致す
る場合、そのリソースは
単一のGVKNフィルタ要
素に一致します。配列で
あるフィルタフィールド
（例えば、名前空間や名
前）は、その要素のいず
れかが対応するリソース
フィールドと一致する場
合に一致しま
す。labelSelectorsフィ
ールドでは、すべてのセ
レクタが一致する必要が
あります。GVKNフィル
タオブジェクトの配列内
のいずれかのフィルタに
一致するリソース
は、resourceSelectionCr

iteriaの値に基づいて復
元に含まれるか除外され
ます。空のGVKNオブジ
ェクトを指定すると、検
証エラーが発生します。

type_astra_label

Name を入力します 必須 説明

名前 string True

Value string True

type_astra_metadata_update

リソースに関連付けられた、クライアントおよびサービス指定のメタデータ。定義された値は次のとお
りです：

• Astra メタデータスキーマに準拠します。作成時に指定しない場合、ラベルのないメタデータオブジ
ェクトが作成されます。更新時に指定されていない場合、メタデータオブジェクトのラベ
ル、creationTimestamp および createdBy は、変更なしで保持されます。

Name を入力します 必須 説明

ラベル 配列["type_astra_label"] False

作成タイムスタンプ string False
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Name を入力します 必須 説明

modificationTimestamp string False

作成者 string False

modifiedBy string False

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由

invalidFields

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なリクエストボディ
フィールドの名前

理由 string True リクエスト本文フィール
ドが無効な理由

アプリを削除する

DELETE /accounts/{account_id}/k8s/v2/apps/{app_id}

指定されたアプリAPIリソースを削除します。

副作用

• アプリケーションがまだクラスタ上で実行されている場合、そのアプリケーションは管理対象外とみなさ
れ、/apps の下には表示されなくなります。

• まず、アプリケーションは削除状態に移行し、関連するすべてのスケジュール、スナップショット、バッ
クアップ、および保存されているアプリケーション状態を削除します。

パラメータ
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Name を入力します 入力 必須 説明

account_id string path（パス） True 包含するアカウント
リソースのID

• 例：{{.Account}}

app_id string path（パス） True 一覧表示するアプリ
コレクションのID

応答

Status: 204, Indicates if the app resource was deleted.

応答

Status: 401, Unauthorized

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/3",

  "title": "Missing bearer token",

  "detail": "The request is missing the required bearer token.",

  "status": "401"

}

応答

Status: 400, Bad request
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Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

invalidParams 配列["invalidParams"] False 無効なクエリパラメータ
のリスト

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/5",

  "title": "Invalid query parameters",

  "detail": "The supplied query parameters are invalid.",

  "status": "400"

}

応答

Status: 403, Forbidden

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False
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回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/11",

  "title": "Operation not permitted",

  "detail": "The requested operation isn't permitted.",

  "status": "403"

}

応答

Status: 500, Internal server error

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/91",

  "title": "Application not deleted",

  "detail": "The application wasn't deleted because of an internal

server issue.",

  "status": "500"

}

応答

Status: 409, Conflict

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True
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Name を入力します 必須 説明

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

回答例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/112",

  "title": "Application not ready",

  "detail": "The application is currently unavailable.",

  "status": "409"

}

エラー

Status: 404, Not found

Name を入力します 必須 説明

を入力します string True

タイトル string True

詳細 string True

ステータス string True

correlationID string False

エラー応答の例

{

  "type": "https://astra.netapp.io/problems/1",

  "title": "Resource not found",

  "detail": "The resource specified in the request URI wasn't found.",

  "status": "404"

}
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用語の意味

定義を参照

invalidParams

Name を入力します 必須 説明

名前 string True 無効なクエリパラメータ
の名前

理由 string True クエリパラメータが無効
な理由
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